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成人おめでとうございます！成人おめでとうございます！
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防災行政無線で放送された	
内容は、下記フリーダイヤル
の電話番号から確認すること
ができます。
（通話料は無料です）

☎0120-131-813

防災行政無線防災行政無線
フリーダイヤルフリーダイヤル

スマートフォン等で

t-ami@sg-m.jpまで空メ
ールを送信していただくか、左
記二次元コード
を読み取り、専
用サイトから登録
してください。

あみメール登録あみメール登録
お願いしますお願いします

町公式YouTube チャンネル、
町公式Twitter においても町の
情報を発信しています。

Twitter　YouTubeTwitter　YouTube
　　　 情報発信中！　　　 情報発信中！

人口と世帯
総人口　49,010 人 ( ＋ 9）
男　性　24,488 人 ( ＋ 5）
女　性　24,522 人 ( ＋ 4）
世帯数　20,772 世帯 ( ＋ 7）

1 月 1日現在、常住人口ベース
※（　）内は前月比、総務課調べ主な内容

今月の表紙

「令和 3年度阿見町成人式」は 1月
9日に町民体育館で行われました。
阿見・朝日・竹来中学校の三学校区合
同での開催が恒例となっていました
が、今年度は各学校区ごとに成人式が
挙行されました。
コロナウイルス感染症対策のため、
入場時のワクチン接種証掲示・未接種
者等への抗原検査を実施しました。
例年とは異なる開催形式でしたが、新成人の皆さんは友人との久しぶ
りの再会に笑顔を浮かべていました。

▼Twitter ▼Youtube

新成人の抱負 ・・・　4

外部評価を行いました ・・・　6

マイナンバーカードを
郵便で受け取ろう ・・・　7

災害に対するご家庭での備え ・・・　8

県民交通災害共済 ・・・　9



新成人の抱負
中学校在学当時、生徒会長としてご活躍された 3人の新成人の皆さんが壇上で抱負を述べ

られました。※原文のまま掲載
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上
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さ
て
、
私
た
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は
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て
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と
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迎
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迎
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踏
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。
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、
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、
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。
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流
行
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な
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。
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。
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。
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。
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考
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友
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友
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ま
す
。

と
考
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
日
無
事
に
成
人
式
を
迎

本
日
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え

こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
先

て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
先

生
方
、
地
域
の
皆
様
の
お

生
方
、
地
域
の
皆
様
の
お

か
げ
で
す
。
感
謝
の
気
持

か
げ
で
す
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
今
日
こ
の

ち
を
忘
れ
ず
に
今
日
こ
の

場
に
い
る
仲
間
と
と
も
に

場
に
い
る
仲
間
と
と
も
に

希
望
に
向
か
っ
て
歩
ん
で

希
望
に
向
か
っ
て
歩
ん
で

い
く
こ
と
を
誓
い
、
新
成

い
く
こ
と
を
誓
い
、
新
成

人
代
表
の
あ
い
さ
つ
と
さ

人
代
表
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。
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町内在住の黒井寛さんの指導の下、式典協力者の皆

さんに成人式会場に設置したバルーンアート・フォト

ブースを作成していただきました。

当日は新成人の皆さんにブースを使って写真撮影を

行っていただくことができました。

ご協力いただきありがとうございました。

橋本拓矢さん
（阿見中卒）（阿見中卒）

新成人として自覚を持ち、新成人として自覚を持ち、
感謝の気持ちを忘れずに、感謝の気持ちを忘れずに、
何事にも挑戦し続けられ何事にも挑戦し続けられ
るよう努力をします。るよう努力をします。

橋本拓矢さん橋本拓矢さん

式典協力者のご紹介
「思い出に残るすばらしい成人式にしたい」と、受付や会場整理等にご協力いただいた

10人の新成人をご紹介します。

川鍋拓哉さん
（阿見中卒）（阿見中卒）

一日一日を無駄にしない一日一日を無駄にしない
よう、意味のあるものによう、意味のあるものに
する為に、何事も自ら行する為に、何事も自ら行
動します。動します。

川鍋拓哉さん川鍋拓哉さん小菅菜名子さん
（阿見中卒）（阿見中卒）

大人としての自覚を持っ大人としての自覚を持っ
て、恥じない言動を心がて、恥じない言動を心が
けたいと思います。けたいと思います。

小菅菜名子さん小菅菜名子さん 遠藤大さん
（阿見中卒）（阿見中卒）

「反省はするが後悔はしな「反省はするが後悔はしな
い」をモットーに日々精い」をモットーに日々精
進して参ります。進して参ります。

遠藤大さん遠藤大さん

小島彩輔さん
（竹来中卒）（竹来中卒）

成人したといって特別に成人したといって特別に
抱負はありません。おも抱負はありません。おも
いやりを持って人や世のいやりを持って人や世の
中と接していきます。中と接していきます。

小島彩輔さん小島彩輔さん 濱崎鉄平さん
（朝日中卒）（朝日中卒）

二十歳になり、大人にな二十歳になり、大人にな
る自覚を持ち何をするにる自覚を持ち何をするに
も考えを持って行動しても考えを持って行動して
いきます。いきます。

濱崎鉄平さん濱崎鉄平さん青木美緒子さん
（竹来中卒）（竹来中卒）

大人の自覚を持ち、周り大人の自覚を持ち、周り
に愛を持って接し、温かに愛を持って接し、温か
い人になれるよう過ごしい人になれるよう過ごし
ていきます。ていきます。

青木美緒子さん青木美緒子さん 山谷陽平さん
（阿見中卒）（阿見中卒）

自分を卑下せずに行動し、自分を卑下せずに行動し、
それに伴う責任を忘れずそれに伴う責任を忘れず
に精進してまいります。に精進してまいります。

山谷陽平さん山谷陽平さん

本田晃久さん
（竹来中卒）（竹来中卒）

今までは様々な方々に助けられ今までは様々な方々に助けられ
ました。これからは大人の仲間ました。これからは大人の仲間
入りをして、周りの人々を助け入りをして、周りの人々を助け
られるような人になります！られるような人になります！

本田晃久さん本田晃久さん 高野夏海さん
（竹来中卒）（竹来中卒）

誰もが知っている BIG な誰もが知っている BIG な
有名人になります！有名人になります！

高野夏海さん高野夏海さん

来年度以降の成人式について来年度以降の成人式について
来年度以降の成人式についての実施方法・対象年齢等については、本誌 17 ページをご覧ください。来年度以降の成人式についての実施方法・対象年齢等については、本誌 17 ページをご覧ください。

問い合わせ 生涯学習課（中央公民館内）☎888－25265 広報あみ 2月号通常版 2022.1.28
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▼サービスの拡充と行政改革

町
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
「
阿
見

町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、

こ
れ
ま
で
も
事
務
事
業
の
見
直
し

や
人
件
費
削
減
な
ど
の
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
そ
の
時
代
の
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
し
て
き
て
お
り
、
現
在
は

第
6
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
総
合

的
・
横
断
的
に
【
参
加
】【
支
え
合

い
】【
賑
わ
い
】
と
い
う
3
つ
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
施
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

今
後
も
そ
の
時
代
の
町
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
、
一
方
で
さ
ら

な
る
少
子
高
齢
化
や
公
共
施
設
の

老
朽
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
財
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
選
択

と
集
中
を
図
っ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
令
和
3
年
度
は
行
政

改
革
推
進
委
員
会
に
お
い
て
町
が

支
出
す
る
補
助
金
に
対
し
て
外
部

評
価
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
町

内
部
で
改
善
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

外
部
評
価
は
来
年
度
以
降
も

実
施
す
る
予
定
で
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
外
部
評
価
の
結
果

※
事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
▼
継

続
▼
条
件
付
き
で
継
続
▼
廃
止

の
い
ず
れ
か
で
評
価
が
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
付
帯
意
見
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ

せ
て
掲
載
し
ま
す
（
付
帯
意
見

は
要
約
し
て
い
ま
す
）。

▼
自
主
防
災
組
織
補
助
金

『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
く
べ
き

▼
生
垣
設
置
奨
励
補
助
金

『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
町
民

や
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

た
上
で
、
事
業
目
的
に
合
わ
せ

た
見
直
し
を
す
べ
き

▼
沿
道
景
観
形
成
モ
デ
ル
事
業
補

助
金

『
廃
止
』
＝
事
業
の
目
的
、
成

果
を
再
度
検
証
し
、
事
業
の 

見
直
し
を
す
べ
き

▼
町
介
護
員
養
成
研
修
受
講
支
援

補
助
金

『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
補
助
金

の
効
果
が
少
な
い
た
め
、
要
綱
改

定
を
検
討
し
、
介
護
人
材
の
確
保

に
向
け
た
事
業
に
取
り
組
む
べ
き

▼
遠
距
離
通
学
者
補
助
金

『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
利
用

者
も
限
定
的
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
公
平
性
を
踏
ま
え
て
、
事

業
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
べ
き

▼
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
金

『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
補
助

金
の
見
直
し
を
検
討
し
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
適
切
な

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
べ
き

▼
町
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

補
助
金

『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
事
業

や
情
報
発
信
等
の
見
直
し
を
図

り
、
相
談
員
の
定
数
確
保
の
た

め
、
手
法
を
検
討
し
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
く
べ
き

▼
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
補
助

金『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
社
会
情

勢
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、

事
業
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
べ
き

■
町
の
対
応
方
針

現
在
、
町
の
内
部
組
織
で
あ
る

『
行
政
改
革
推
進
本
部
』
が
中
心

と
な
り
、
外
部
評
価
の
結
果
と
付

帯
意
見
を
踏
ま
え
、
事
業
の
あ
り

方
や
方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
し
も
外
部
評
価
の
結
果
が

そ
の
ま
ま
町
の
方
針
と
な
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●
町
の
行
政
改
革
に
関
す
る
ご
意

見
や
ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
お
手

紙
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

問い合わせ　財政課☎888−1111（221・222）

事
業
が
時
代
に
合
わ
な
く

事
業
が
時
代
に
合
わ
な
く

な
っ
て
い
な
い
か
見
直
し
て

な
っ
て
い
な
い
か
見
直
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
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マイナンバーカードの申請をする際に役場へ来庁していただき、本人確認等の所定の手続きを行っていただくことで、後
日、マイナンバーカードを本人限定受取郵便で受け取る方法です。申請は町職員がサポートし、写真も無料で撮影します。

申請時来庁方式とは申請時来庁方式とは

マイナンバーカードの申請方法について、従来の受け取りの際に本人確認を役場へ来庁して行う「交付時来庁方式」に
加え、新たに役場で申請時に本人確認を行い、後日マイナンバーカードを本人限定により郵送または郵便窓口で受け
取る「申請時来庁方式」を開始しました。

町民課☎888ー1111（126・127）

マイナンバーカードを郵便で受け取ろう！マイナンバーカードを郵便で受け取ろう！
交付をスムーズに！交付をスムーズに！

マイナンバー
PRキャラクター
マイナちゃん

次の条件をすべて満たす人
▼申請者本人が来庁できる人（15歳未満または成年被後見人の場合は、必ず法定代理人の同行が必要）
▼初めての申請の人
▼郵便局で転送手続きをしていない人
▼暗証番号の入力を町職員が代行しても差し支えない人

申請できる人申請できる人

❶通知カードまたは個人番号通知書
❷本人確認書類（❶を持っている人：A 1 点または B 2 点、❶を持っていない人：A 2 点または A・B 各 1点）　
※有効期限のあるものは有効期限内のものに限ります

❸住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）

必要書類必要書類

▼必要書類が不足している場合は、「交付時来庁方式」での受付となり、マイナンバーカード受け取り時にも来庁して
いただく必要があります

▼マイナンバーカードの申請から受け取りまで 1か月～ 2か月程度かかります
▼申請には 20分～ 30分ほどかかりますので、時間に余裕をもってお越しください
▼通知カードおよび住民基本台帳カードは申請時に返納していただきます。マイナンバーおよび本人を確認するものが
無くてお困りになる人は、「交付時来庁方式」をご利用ください

注意事項注意事項

町役場町民課で申請
下記必要書類をお持ちください
受付：午前 9時～午後 4時 30分
※正午～午後 1時、土・日・祝日、
年末年始を除く

郵便受け取り日時指定
本人限定受取郵便の通知が届き
ます。受け取り日時を郵便局に
お伝えください。

本人が郵便を受け取り
指定日時に郵送、または直接郵便
局で受け取っていただき、交付が
終了となります。

写真付き住民基本台帳カード、運転免許証、運転経
歴証明書（交付年月日が平成 24年 4月 1日以降のも
の）、旅券、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手
帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書など

A
健康保険証、介護保険被保険者証、医療受給者証、各種
年金証書、生活保護受給者証、児童扶養手当証書、特別
児童扶養手当証書、その他に会社の社員証、学生証など
「氏名・生年月日」または「氏名・住所」が記載されたもの

B

※ 15歳未満の人または成年被後見人の人が申請する場合は、あわせて法定代理人の本人確認書類（Ａ 1点またはＢ
2点）や代理権の確認書類（戸籍謄本、登記事項証明書等）が必要（戸籍謄本については、本籍地が阿見町の場合ま
たは本人と法定代理人が同一世帯かつ親子関係にある場合は不要）になります
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●避難所の開設・混雑状況が確認できます！

町内避難所の開設・混雑状況は、
いつでもインターネット上でご確認出来ます。
町ホームページや以下の二次元
コードを読み取り、開設・混雑
状況をご確認ください。

●町メール配信サービス「あみメール」を登録しま

しょう！

災害情報（気象情報や災害時の避難情報など）
や防犯情報のほか、町のイベント情報など
が配信されます。
t-ami@sg-m.jpに空メールを送信、
もしくは右記二次元コードを読み
取り、登録してださい。

安全・安心のまちづくり

災害に対するご家庭での備え
〜これだけは準備しておこう〜

防災危機管理課☎888ー1111（277）・防災行政無線フリーダイヤル☎0120ー131ー813

令和 3年 12 月には、国内で震度 5弱の地震が立て続けに発生しました。震災時に被害を最小限にとどめるには、自分の
ことは自分で守る『自助』が大切です。いつ起きてもおかしくない大地震に備え、家具の転倒防止など安全対策に取り組むと
ともに、災害時においてどのように行動すべきかを確認しておきましょう。
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家具の置き方を工夫しよう家具の置き方を工夫しよう

▼大地震が発生したときには「家具は必ず倒れるもの」と考えて、家具は壁に固定するなど
転倒防止対策をしておきましょう

▼寝室や子ども部屋には、できるだけ家具を置かないようにしましょう
▼倒れた時に出入り口をふさいだりしないよう、家具の向きや配置を工夫しましょう

非常用持ち出しバッグを準備しよう非常用持ち出しバッグを準備しよう

▼自宅が被災したときは、公民館や小中学校等の避難所で避難生活を送ることになるかも
しれません

▼非常時に持ち出すべきものをあらかじめリュックサックに詰めておき、いつでもすぐに
持ち出せるようにしておきましょう

食料・飲料などを備蓄しよう食料・飲料などを備蓄しよう

▼電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に備えて、普段から飲料水や保存
の効く食料などを備蓄しておきましょう
▼防災のために特別なものを用意するのではなく、できるだけ、普段の生活の中で利用
されている食品等を備えるようにしましょう

避難経路や避難先を確認しよう避難経路や避難先を確認しよう

▼災害が起きた時でも慌てず避難できるよう、普段から家族で避難経路
や避難先について話し合っておきましょう

▼別々の場所にいるときに災害が発生した場合でもお互いの安否を確認
できるよう、日ごろから安否確認の方法や集合場所などを事前に話し
合っておきましょう ハザードマップの確認もしましょう
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安心・安全のまちづくり

問い合わせ　生活環境課☎888ー1111（253・254）

2月1日から
令和4年度の
加入受付開始

持
参
の
う
え
役
場
2
階
生
活
環
境

課
に
請
求
す
る
。

❶
会
員
証

❷
運
転
免
許
証
（
免
許
の
必
要
な

車
両
を
運
転
中
の
事
故
の
と
き
）

❸
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
所
長
発
行
の

も
の
）

※
こ
の
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、

指
定
の
証
明
書
類
に
よ
り
9
等

級
（
3
万
円
）
ま
で
の
制
限
支

給
に
な
り
ま
す

❹
診
断
書
（
医
師
の
診
断
書
・
柔

道
整
復
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師

の
施
術
証
明
書
が
必
要
。
見
込

み
診
断
書
不
可
）

※
同
日
に
2
か
所
以
上
の
治
療 

機
関
に
通
院
し
て
い
る
と
き

は
、
1
日
と
し
て
計
算

❺
委
任
状
（
請
求
人
（
未
成
年
の

場
合
親
権
者
）
以
外
の
人
が
請

求
す
る
と
き
）

●
請
求
期
間
：
事
故
発
生
日
の
翌

日
か
ら
2
年
以
内

●
身
障
見
舞
金
と
は
：
共
済
期
間

中
の
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
が

原
因
で
、
そ
の
後
1
級
ま
た
は

2
級
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た

と
き
は
、
共
済
見
舞
金
と
は
別

に
、
身
障
見
舞
金
と
し
て
50
万

円
が
支
払
わ
れ
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

共
済
期
間
中
の

▼
日
本
国
内
の
道
路
上
を
運
行
中

の
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
等

の
接
触
・
衝
突
・
転
落
・
転
覆
な

ど
の
事
故
に
よ
る
人
の
死
傷

▼
踏
切
道
で
の
電
車
等
と
の
接
触
・

衝
突
事
故
に
よ
る
人
の
死
傷

が
対
象
で
す
。

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
：

▼
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の

故
意
に
よ
る
事
故

▼
会
員
が
無
免
許
・
酒
気
帯
び
運

転
中
に
生
じ
た
事
故
ま
た
は
そ

の
事
実
を
承
知
で
同
乗
し
て
い

た
事
故

▼
地
震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
ほ
か

の
天
災
で
生
じ
た
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一
部

▼
正
当
な
理
由
な
く
医
師
の
指
示

に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

▼
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の

重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故

▼
そ
の
ほ
か
法
令
に
違
反
し
組
合

長
が
不
適
当
と
認
め
る
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法

次
の
❶
〜
❺
の
書
類
と
印
鑑
を

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県

内
在
住
者
を
対
象
と
し
た
、

交
通
事
故
災
害
の
救
済
制
度
で

す
。
加
入
者
に
は
日
本
国
内
で
生

じ
た
交
通
事
故
災
害
に
対
し
て
、

見
舞
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
会
費
（
1
年
間
）

▼
大
人
：
9
0
0
円

▼
中
学
生
以
下（
4
月
1
日
現
在
）：

5
0
0
円

●
見
舞
金

▼
死
亡
：
1
0
0
万
円

▼
最
高
傷
害
：
30
万
円

▼
身
障
見
舞
金
：
50
万
円

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
会
費

を
添
え
て
役
場
2
階
生
活
環
境
課

か
う
ず
ら
出
張
所
に
申
し
込
む
。

令
和
4
年
度
の
加
入
受
付
は
、

2
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

共
済
期
間
は
4
月
1
日
（
4
月

1
日
以
降
申
し
込
み
の
場
合
は
、

申
し
込
み
日
の
翌
日
か
ら
適
用
に

な
り
ま
す
）
か
ら
令
和
5
年
3
月

31
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
度
も
、
更
新
者
へ
の
加
入
案
内

の
郵
送
お
よ
び
休
日
の
加
入
手
続

き
の
場
所
を
追
加
す
る
対
応
と
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
別
添
回
覧
で

申
し
込
み
方
法
等

対
象
に
な
る
事
故

請
求
手
続
き
等

会
費
・
見
舞
金
等

給
付
で
き
な
い
場
合
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みんなでささえ愛…国保

国保年金課国保係・後期高齢医療福祉係☎888ー1111（131〜 135）

必ず届け出を！

国保・後期高齢者医療制度の被保険者が
交通事故など第三者の行為による負傷にあったときは

必ず届け出を！
交

通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
第

三
者
の
行
為
に
よ
る
負
傷

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
届

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
負
傷
は
、
原
則
と
し
て
加
害

者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
負
担
し
た
医
療
費
は
、
後
日
加
害

者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
請
求
を
適
正
に
行
う
た
め

に
も
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
負

傷
に
お
い
て
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
治
療
を
受
け
る
と
き

は
、
必
ず
国
保
年
金
課
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
加
入
者
は
、
治
療
の
際
に

医
療
機
関（
整
骨
院
等
を
含
む
）

の
窓
口
で
、
第
三
者
行
為
届
出

済
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す

■
第
三
者
の
行
為
に
該
当

す
る
場
合
と
は
?

次
の
ケ
ー
ス
で
保
険
診
療
を
希

望
す
る
と
き
は
、
国
保
年
金
課
へ

『
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
』
の

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
損

害
賠
償
請
求
に
は
多
く
の
場
合
、

診
断
書
や
医
療
機
関
の
領
収
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
示
談
を
結
ぶ
前
に
届
け

出
・
手
続
き
を

国
保
年
金
課
に
届
け
出
る
前
に
加

害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、

示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

と
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
年
金

課
に
ご
相
談
の
う
え
、
必
要
な
届
け

出
・
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
と
き
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は

使
え
る
？

Q
交
通
事
故
加
害
者
と
し
て
ケ
ガ

を
し
た
場
合
は
?

A
届
出
を
す
れ
ば
使
え
ま
す

た
だ
し
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許

運
転
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

だ
っ
た
場
合
は
、
給
付
制
限
に

該
当
し
、
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す

Q
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

は
?

A
労
災
保
険
が
優
先
適
用
さ
れ
ま
す

業
務
中
や
通
勤
途
中
の
事
故
に

よ
る
ケ
ガ
は
、
労
災
保
険
で
治

療
を
受
け
る
の
が
原
則
で
す

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
▼
交

通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
▼
け
ん
か

に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
▼
他
人
の

ペ
ッ
ト
に
咬
ま
れ
た
と
き
ー
な
ど

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
?

❶
警
察
に
届
け
出
る

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
速
や
か

に
警
察
に
届
け
出
て
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
交
通
事
故
証

明
書
』
を
発
行
し
て
も
ら
い
ま
す
。

❷
国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
る

▼
印
鑑
▼
健
康
保
険
証
▼
交

通
事
故
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）

▼
運
転
免
許
証
（
車
・
バ
イ
ク
な

ど
の
場
合
）
ー
を
持
参
し
て
、

国
保
年
金
課
の
窓
口
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
手
の
い
な
い
自
損
事
故
の
場

合
も
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
の
注
意
点

●
事
故
の
相
手
を
確
認
す
る

お
互
い
の
連
絡
先
・
車
の
ナ
ン

バ
ー
・
運
転
免
許
証
（
住
所
・
氏
名

な
ど
）・
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

●
医
師
の
診
察
を
受
け
る

事
故
直
後
は
シ
ョ
ッ
ク
で
痛
み

を
感
じ
な
く
て
も
、
負
傷
し
て
い

被
害
者

（
国
保
加
入
者
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
）

国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

医
療
機
関

加
害
者

➡
請　求

➡ 医　療

➡ 支払い

●交通事故などの第三者行為●
国保・後期高齢者医療制度で治療を受ける場合

医療費の
一時立て替え

➡

事故
発生

➡

届出
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国
金民
年

結婚や就職・転職・退職などにより国民年金の加入の仕方が変わることがあ
り、その都度届出が必要になります。届出を忘れると、将来受け取る年金
額が減額されたり、受け取れなくなる場合もあります。届出は、忘れずに
行いましょう。

国民年金は、まず届出から国民年金は、まず届出から

※ 1　種別：▼第 1号被保険者：自営業者・農林漁業従事者・学生・無職の人など　▼第 2号被保険者：会社員・公務員
▼第 3号被保険者：第 2号被保険者に扶養されている配偶者

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

届出が必要なとき届出が必要なとき 種種別別（※ 1）（※ 1） 届出先届出先

第第
11
号号
被被
保保
険険
者者

20 歳になった（厚生年金・共済組合の加入者を除く） 第 1号 国保年金課

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 1号→第 2号 勤務先
共済組合に加入

任意加入する 任意加入被保険者 国保年金課

海外に転出する人が引き続き国民年金に加入する 第 1号→任意加入

国内に親族が
いる　…最終住所地の市町村
いない…最終住所地を管轄す

る年金事務所

保険料を納めるのが困難 第 1号 国保年金課

保険料を口座振替で納めたい 第 1号 金融機関・年金事務所　※ 3

年金手帳を紛失・棄損した　※ 2 第 1号 国保年金課・年金事務所　※ 3

第第
22
号号
被被
保保
険険
者者

会社・役所などを退職した
本人 第 2号→第 1号

国保年金課
扶養されている配偶者 第 3号→第 1号

会社などを退職し、配偶者（第 2号被保険者）の扶養になる 第 2号→第 3号 配偶者の勤務先

住所・氏名が変わった 第 2号 勤務先

年金手帳を紛失・棄損した　※ 2 第 2号 勤務先

第第
33
号号
被被
保保
険険
者者

20 歳になった 第 3号 配偶者の勤務先

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 3号→第 2号 勤務先
共済組合に加入

配偶者が会社を変わった（加入制度が変わらない場合を除く）第 3号 配偶者の新しい勤務先

配偶者（第 2号被保険者）に扶養されるようになった
第 1号→第 3号
第 2号→第 3号

配偶者の勤務先

収入増・離婚で配偶者の扶養から外れた 第 3号→第 1号 国保年金課

住所・氏名が変わった 第 3号 配偶者の勤務先

年金手帳を紛失・棄損した　※ 2 第 3号 年金事務所　※ 3

※ 2　令和 4年 4月 1日以降、年金手帳に代わり基礎年金番号が確認できる書類として、基礎年金番号通知書が交付
されます。なお、現行の年金手帳については、引き続き使用できます

※ 3　土浦年金事務所☎ 825ー1170　までお問い合わせください
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町食生活改善推進協議会だより

町食生活改善推進協議会事務局（健康づくり課内）☎888ー2940

食生活改善推進協議会
シンボルマーク

町食生活改善推進員は、『私達の健康は私達の手で』を活動の合言葉に、町内の各地区で望ましい
食生活について普及活動を行っているボランティア団体です。昨年も、新型コロナウイルスの影響で
10 月まで活動が中止となりましたが、11 月から研修会が開催されました。11 月の研修会では、
免疫力アップの内容について学びました。今回は、研修会で学んだ内容についてお伝えします。

令和 3年度の食改養成講習会を修了した人が、令和 4年 4月より新会員として活動
します。また、以前活動していたけれど退会された人で、この機会に活動を再開したい
という人がいらっしゃいましたら、ぜひ事務局までご連絡ください。

私たちと一緒に活動しませんか？私たちと一緒に活動しませんか？

健康と元気を支えるまちづくり

ひじきとほうれん草のおから和え（2人分）ひじきとほうれん草のおから和え（2人分）

▼▼栄養価（1人分）栄養価（1人分）
▼エネルギー 136kcal▼たんぱく質 4.1 ｇ▼食物繊維 6.4mg▼食塩相当量 0.7 ｇ

▼作り方（調理時間：20分）▼作り方（調理時間：20分）
❶ひじきは水で戻す。ほうれん草はゆで、
冷水にとって冷まし、水気を絞って４㎝
幅に切る。にんじんは皮をむき千切りに
し、ゆでる

❷マヨネーズ、おからパウダー、しょうゆ、
豆乳を入れて混ぜ、❶を加えて混ぜる

免疫力アップのレシピをご紹介します

▼材料▼材料
芽ひじき	..................................... 4g
ほうれん草	...............................60g
にんじん	................................. 50ｇ
マヨネーズ	............................. 20ｇ
無調整豆乳	.............................30cc
おからパウダー	..大さじ 3（18ｇ）
しょうゆ	.......................大さじ 1/3

「主食」「主菜」「副菜」をそろえると
バランスが良くなります。

免疫力を高めるためにはバランスの良い食事・適度な運動・十分な休息をとることが必要です。免疫力を高めるためにはバランスの良い食事・適度な運動・十分な休息をとることが必要です。
食生活のポイントは主に 3つあります
■食事で免疫力アップ
❶バランスのよい食事を心掛けましょう
▼主食（ごはん・パン・麺類など）
▼主菜（魚・肉・卵・大豆製品など）
▼副菜（野菜・きのこ・海藻など）
▼その他（牛乳・乳製品・果物など）
なるべく品数を多くとりましょう。

❷腸を元気にする発酵食品（ヨーグルト・納豆・キムチなど）をとりましょう

❸野菜類、きのこ類を積極的にとりましょう
食物繊維は、腸の働きをよくし、病気の予防効果があります。

■体を動かすことが大切です
ウォーキング、ストレッチ、スクワットなど。

■休養はしっかり取りましょう
睡眠不足は免疫機能を低下させます ｡

まだまだ感染に注意しながら生活していく必要があります。感染症に負けない健康づくりを心がけましょう。



多面的機能支払交付金のご案内

農業振興課☎888ー1111（183）

本事業では、農地の持つ「国土の保全」「洪水抑制」「地下水涵養」「文化の伝承」「景観の形成」「生態系の保全」と
いったさまざまな機能を発揮させることを目的とし、地域の皆さんに地域資源の維持・管理をしていただきその	
活動に要した資材費や、活動へ参加していただいた皆さんへの日当等の費用について支援をしています。

農地維持支払交付金農地維持支払交付金 資源向上支払交付金資源向上支払交付金
活動内容
施設の軽微な補修・水質調査・植栽活動など

活動組織
▼農業者およびその他の者（地域住民・団体など）
で構成される活動組織

活動内容
農地法面の草刈り・水路の泥上げ・施設の点検など

活動組織
▼農業者のみで構成される活動組織
▼農業者およびその他の者（地域住民・団体など）
で構成される活動組織

活動の様子活動の様子（小池地区環境保全活動組織）（小池地区環境保全活動組織）

水路の泥上げ水路の泥上げ

農地法面草刈り農地法面草刈り

水門の点検水門の点検

活動組織 面積（a）
掛馬・島津環境組織 9,473

上条環境保全組合 3,357

君島環境保全組合 2,814

塙環境保全組合 1,952

大形環境保全組合 843

追原環境保全組合 3,218

竹来保全会 746

飯倉環境保全組合 1,805

下吉原地区環境保全活動組織 1,643

福田地区環境保全組合 4,756

上長地区環境保全活動組織 2,391

西方地区環境保全組合 1,206

上郷地区環境保全活動組織 3,466

小池地区環境保全活動組織 2,878

▼問合せ
　農業振興課☎ 888－1111（183）
　※平日の午前 8時 30分～午後 5時 15分
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〈広告欄〉
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予科練平和記念館だより予科練平和記念館だより予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時〜午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

1921（大正 10）年に霞ヶ浦海軍航空隊（現茨城大学
農学部一帯）ができてから、長らく海軍の重要な拠点と
なってきた阿見原の地ですが、1941（昭和 16）年 10月、
霞ヶ浦海軍航空隊に隣接して航空機の修理や調達、補
給を迅速に行うことを目的とした大規模な工場が建設
されました。海軍航空廠です。
この施設は、太平洋戦争開戦にあたり戦時体制に対

応するためのもので、霞ヶ浦海軍航空隊ばかりではな
く、国内外の航空隊に 5か所の航空廠と 4か所の支廠
が作られました。
霞ヶ浦海軍航空隊のものは「第一海軍航空廠」と名付

けられ、千葉県の木更津海軍航空隊に次いで国内で 2番
目に大きい工場でした。場所は、現在の陸上自衛隊霞ヶ
浦駐屯地（土浦市右

みぎもみ

籾）があるところです。敷地内には
「大型機体修理工場」「発動機試運転場」「板金工場」「小型
機体修理工場」「製図工場」「木工プロペラ工場」など
さまざまな工場が立ち並び、それぞれ海軍軍人と一般に
採用された工員、徴用工（動員された労働者）の人たち
などで作業にあたっていました。資材の運搬と整備が
済んだ航空機を運ぶため、現在の JR 常磐線荒川沖駅
から廠内に引き込み線が引かれていました。
また、航空廠には工員養成所も併設されていました。

養成所では、今の中学 2年生に相当する年齢の少年を
採用し、一般科目とともに技術者になるための勉強を
教えていましたが、技術を学べてお給料ももらえると
いうことで人気があったようです。第1期生は約800人、
第 2期生は約 870 人も集まったといいますが、寮生活
で朝から晩まで生活を管理され、何かあると体罰なども

あ っ た よ う で、
実態は戦時中の
予科練生の生活に
似た厳しい状況
だったことがうか
がえます。戦局の
悪化に伴い、入所
半年もすると実習
と称して各工場の人出不足を補うようになり、1944
（昭和 19）年になると、徴兵されていく工員の不足を
補うために近隣の学校から学徒たちが動員され、工場で
勤務にあたるようになりました。

「第一海軍航空「第一海軍航空廠廠
しょうしょう

❶❶」」

〈広告欄〉

第一海軍航空廠開庁記念絵葉書（当館蔵）第一海軍航空廠開庁記念絵葉書（当館蔵）

予科練平和記念館だより

海原会からのお知らせ海原会からのお知らせ
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〈広告欄〉

町
学
校
区
児
童
館
は
、
老
朽
化
に

よ
り
3
月
末
日
に
て
閉
館
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。
長
期
に
渡
り
、
学
校

区
児
童
館
を
ご
利
用
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
二
区
児
童
館
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
二
区
児
童
館
☎
8
4
3
ー

3
2
8
2

新
﹁
教
育
長
﹂
に
、
立
原
秀
一
氏

が
町
議
会
の
同
意
を
得
て
、
町
長
よ

り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
立
原
教
育
長

の
任
期
は
令
和
3
年
12
月
23
日
か
ら

3
年
間
と
な
り
ま
す
。

教
育
長
を
務
め
ら
れ
て
き
た
湯

原
正
人
氏
が
令
和
3
年
10
月
10
日

の
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
湯
原
氏
は
、
平
成
30
年
10

月
に
教
育
長
に
就
任
し
、
3
年
間

に
わ
た
り
、
学
力
向
上
や
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
、
町
の
教
育
発

展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
3
2
1
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
2
〜
3
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

2
月
8
日（
火
）・9
日（
水
）、

15
日（
火
）・
16
日（
水
）日
没
か
ら

約
3
時
間
以
内
（
各
機
2
時
間
基

準
）

問
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
ヶ
浦
校

総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1

（
3
4
2
0
）

●
確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
ｅ
ー

Ｔ
a
x・ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
申
告
が
便
利
で
す

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂
を
用
い

て
、
確
定
申
告
会
場
に
出
向
か
な
く

て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
人
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は

町
学
校
区
児
童
館
の
閉
館
に

つ
い
て

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
利
用

し
て
、
ｅ
ー

Ｔ
a
x
で
申
告
書
を
提

出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
印
刷
し
て
郵

送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
お
早
め
の

取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ

ご
自
宅
か
ら
ｅ
ー

Ｔ
a
x
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
会
場
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す

▼
期
日

3
月
15
日（
火
）
ま
で

　

※
土
・
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

た
だ
し
、
2
月
20
日（
日
）お
よ
び

27
日（
日
）
に
限
り
開
場
し
ま
す

▼
場
所

竜
ケ
崎
税
務
署　

別
館
１

階
会
議
室

▼
時
間

▼
相
談
受
付
:
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
4
時
▼
相
談
開
始
:

午
前
9
時
か
ら

▼
そ
の
他

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し

て
、
還
付
申
告
の
人
の
申
告
相

談
を
2
月
15
日（
火
）以
前
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
※
贈
与

税
に
つ
い
て
は
、
2
月
1
日（
火
）

以
降
、
申
告
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
▼
確
定
申
告
会
場
の

入
場
に
は
、
当
日
配
付
ま
た
は

国
税
庁
L
I
N
E
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
か
ら
事
前
に
取
得
し
た

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
▼
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
人

は
、
確
定
申
告
会
場
に
お
い
て
、

基
本
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
て
申
告
書
を
作
成
し
て

い
た
だ
き
ま
す
▼
確
定
申
告
会

場
に
来
場
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、
少

人
数
で
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
入

場
の
際
に
検
温
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
咳
・
発
熱
等
の
症
状
の
あ

る
人
は
入
場
を
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
▼
午
後
４
時
前

で
あ
っ
て
も
、
相
談
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
竜
ケ
崎
税
務
署
☎
0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

2
月
13
日（
日
）

▼
時
間

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分　

※
ご
相
談
は
１
組
30
分

程
度

▼
場
所

か
す
み
公
民
館
1
階
会

議
室

▼
相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
帰
化
、

外
国
人
の
在
留
資
格
、農
地
転
用
、

許
認
可
関
係
、
法
人
設
立
、
権
利

義
務
や
事
実
証
明
に
関
す
る
相

談
、
事
業
の
手
続
き
や
、
暮
ら
し

の
手
続
き
等

▼
申
込
方
法

平
日
の
午
前
9
時
〜

午
後
1
時
に
左
記
に
電
話
で
申
し

込
む

問
県
行
政
書
士
会
担
当
:
池
田

☎
0
9
0
ー

7
2
1
6
ー

6
2
1
9

インフォメーション
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湯 原 正 人

立 原 秀 一

町
教
育
長
が
交
代
し
ま
し
た

竜
ケ
崎
税
務
署
か
ら
確
定

申
告
の
お
知
ら
せ

﹁
行
政
書
士
無
料
相
談
会
﹂
開
催

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場

﹃
夜
間
飛
行
訓
練
﹄

問問合せ　☎電話番号　■Faxファクシミリ　■HPホームページ　EEメール
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〈広告欄〉

今
年
度
の
確
定
申
告
相
談
会
に
お

越
し
い
た
だ
く
に
あ
た
り
ま
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
左
記
に
挙
げ
ま
し
た
感
染
症

対
策
へ
の
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
告
会
場
へ
の
入
場
時
に
検
温
を

実
施
し
ま
す
:
37
・
5
度
以
上
の
発

熱
が
あ
る
場
合
、
咳
な
ど
の
風
邪

の
症
状
が
あ
る
場
合
、
検
温
に
ご

協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
な
ど
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
適
切
で
な
い

と
判
断
し
た
時
に
は
入
場
を

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
発
熱
等
の
症
状
が

あ
る
人
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
人

は
、
無
理
を
せ
ず
に
、
後
日
あ
ら

た
め
て
来
場
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す

▼
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
の
お
願

い
:
会
場
で
は
マ
ス
ク
を
常
時

着
用
し
て
い
た
だ
き
、
会
場

入
口
な
ど
で
手
指
消
毒
を
お
願
い

し
ま
す

▼
少
人
数
で
の
来
場
：
会
場
に
は
、

可
能
な
限
り
申
告
さ
れ
る
人
お
ひ

と
り
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
介
助

を
要
す
る
等
の
理
由
で
複
数
名
で

お
越
し
に
な
る
場
合
に
お
い
て

も
、
必
要
最
小
限
の
人
数
で
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
相
談
会

に
関
す
る
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、広
報
あ
み
1
月
号
通
常
版（
令

和
3
年
12
月
17
日
発
行
）
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

問
税
務
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
5
1
）

5
月
に
開
催
予
定
の
令
和
4
年
度

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
﹁
個
人

競
技
﹂
へ
の
参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。
申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

の
上
、
町
社
会
福
祉
課
、
施
設
等
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
協
会

☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

3
3
7
5

■Fax
0
2
9
ー

3
0
1
ー

3
3
7
8

■HPhttps://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

hokenfukushi/shofuku/7.htm
l

県
企
業
局
に
属
す
る
県
南
水
道
事

務
所
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
心・

安
全
な
水
を
今
後
も
安
定
し
て
お
届

け
す
る
た
め
、
老
朽
水
道
管
の
更
新

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
掛
馬
地
内
の
国
道

1
2
5
号
に
て
交
通
規
制
を
伴
い

役
場
で
の
確
定
申
告
相
談
会

に
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

な
が
ら
埋
設
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
沿
道
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
、

道
路
を
利
用
す
る
皆
さ
ま
に
は
多

大
な
る
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

ま
す
。

本
工
事
は
、
美
浦
村
木
原
の
取

水
ポ
ン
プ
場
か
ら
土
浦
市
大
岩
田

の
霞
ヶ
浦
浄
水
場
へ
と
導
水
す
る

水
道
管
の
更
新
工
事
で
、
平
成
24

年
度
か
ら
順
次
進
め
て
い
る
も
の

で
す
が
、
全
体
計
画
に
対
す
る
進

捗
率
は
約
50
％
と
、
事
業
が
長
期

に
わ
た
る
見
通
し
で
あ
り
、
現
在

実
施
中
の
工
事
が
完
了
し
て
も
、

秋
に
は
再
び
次
の
工
事
が
開
始
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
長
期
に
わ
た
り
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

本
工
事
は
水
供
給
の
根
幹
と
な
る

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
茨
城
県
企
業
局
県
南
水
道
事
務
所

整
備
課
☎
8
2
1
ー

3
9
4
5

■Fax
8
2
6
ー

1
3
1
6

Ekinansui02@
pref.ibaraki.lg.jp

県
最
低
賃
金
❶
・
特
定
最
低
賃
金

❷
〜
❺
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

▼
効
力
発
生
日

❶
令
和
3
年
10
月

1
日
❷
〜
❺
令
和
3
年
12
月
31
日

❶
県
最
低
賃
金
：
8
7
9
円

❷
鉄
鋼
業
：
9
7
5
円

❸
は
ん
用
機
械
器
具
・
生
産
用
機
械

器
具・業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
：

9
3
5
円

❹
計
量
器
・
測
定
機
・
分
析
機
器
・
試
験

機
・
理
化
学
機
械
器
具
、
医
療
用
機

械
器
具
・
医
療
用
品
、
光
学
機
械
器

具・レ
ン
ズ
、
電
子
部
品・デ
バ
イ
ス・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
、
時
計
・
同
部
分

品
製
造
業
：
9
3
2
円

❺
各
種
商
品
小
売
業
：
8
8
1
円

問
茨
城
労
働
局
賃
金
室
☎
0
2
9
ー

2
2
4
ー

6
2
1
6

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
昭
和
59

年
度
よ
り
﹁
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
﹂
を
設
け
、
相
続
が
開
始

し
て
い
て
も
、
そ
の
登
記
手
続
き
が

放
置
さ
れ
て
い
る
事
案
に
つ
い
て
、

点
検
と
確
認
の
呼
び
か
け
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

本
年
度
も
1
か
月
間
の
相
談
期
間

を
設
け
、
相
続
登
記
の
大
切
さ
を

啓
発
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間

2
月
の
1
か
月
間

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
場
所

県
内
の
各
司
法
書
士
事

務
所

▼
相
談
料

無
料

▼
申
込
方
法

申
し
込
み
先
は
各
司

法
書
士
事
務
所
。
要
事
前
予
約

問
茨
城
司
法
書
士
会
☎
0
2
9
ー

2
2
5
ー

0
1
1
1

令
和
4
年
度
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
﹁
個
人
競
技
﹂
参
加
者
募
集

国
道
１
２
５
号
で
実
施
中
の

水
道
管
更
新
工
事
に
つ
い
て

インフォメーション

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

﹃
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
﹄
実
施

問問合せ　☎電話番号　■Faxファクシミリ　■HPホームページ　EEメール
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民
法
改
正
に
伴
い
、
令
和
4
年
4

月
1
日
よ
り
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
後

も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
当
該
年
度

中
に
20
歳
に
な
る
人
を
対
象
年
齢
と

し
て
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

式
典
の
名
称
に
つ
い
て
は
、﹁
阿

見
町　
二
十
歳（
は
た
ち
）の
つ
ど
い
﹂

に
変
更
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

外
国
人
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
早

春
の
筑
波
山
麓
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
北
条
大
池
公
園
か
ら
筑
波
梅
林

ま
で
歩
き
ま
す
。

▼
期
日

3
月
6
日（
日
）

▼
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
2
時
30

分
ご
ろ
（
受
付
:
午
前
8
時
30
分

か
ら
）

▼
集
合
場
所

町
役
場
正
面
玄
関

付
近

▼
経
路

北
条
大
池
公
園
〜
神
郡
〜

筑
波
山
神
社
〜
筑
波
山
梅
祭
り
会

場
（
道
の
り
約
5.5
㎞
）

▼
対
象

町
民
、
町
国
際
交
流
協
会

会
員
、
町
内
在
住
・
在
勤
の
外
国

人　

※
小
学
生
は
4
年
生
以
上

▼
募
集
人
数

27
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料

▼
会
員
お
よ
び
外
国

人
:
無
料
▼
そ
の
他
:
5
0
0
円

▼
申
込
方
法

2
月
28
日（
月
）ま
で

に
、
電
話
で
左
記
に
申
し
込
む

▼
そ
の
他

▼
雨
天
中
止
・
小
雨
決

行
（
態
度
決
定
:
7
時
）▼
北
条
大

池
公
園
ま
で
の
往
路
・
筑
波
山
梅

林
駐
車
場
か
ら
の
帰
路
は
町
の
バ

ス
を
利
用
▼
マ
ス
ク
着
用
、
汗
拭

き
タ
オ
ル
・
帽
子
等
は
各
人
持
参

▼
昼
食
は
弁
当
・
お
茶
を
配
布
▼

急
な
登
り
坂
を
歩
く
の
で
健
脚
の

人
の
み
参
加
お
願
い
し
ま
す
▼
履

き
慣
れ
た
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
▼
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
9
2
）

※
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9
時
〜
午

後
4
時

●
入
会
説
明
会
開
催

▼
日
時

2
月
8
日（
火
）午
前
9
時

30
分
か
ら
1
時
間
程
度（
5
分
前

ま
で
に
集
合
）

▼
場
所

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
総
合
保
健
福
祉
会
館
別
館
）

▼
対
象　

同
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
入

会
承
認
制
）　

※
特
に
女
性
で
施

設
清
掃
、
網
戸
・
障
子
貼
り
、
草

刈
り
、
草
取
り
、
植
木
の
手
入
れ

を
希
望
さ
れ
る
人
歓
迎

※
参
加
希
望
者
は
下
記
へ
予
約
す
る

こ
と

●
﹃
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
﹄

引
き
受
け
ま
す

マ
イ
ホ
ー
ム
の
床
の
補
修
、
軽
易

な
大
工
仕
事
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸

の
張
り
替
え
、
家
の
雑
役
、
庭
木
の

せ
ん
定
、
草
刈
り
、
草
取
り
な
ど
を

行
い
ま
す
。

問（
公
社
）町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

航
空
装
備
研
究
所
土
浦
支
所
（
掛

馬
1
9
7
0
番
地
）
に
お
い
て
燃
焼

試
験
を
行
い
ま
す
。
燃
焼
音
お
よ
び

燃
焼
煙
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

2
月
4
日（
金
）〜
2
月
14

日（
月
）の
う
ち
3
日
間

▼
試
験
回
数

3
回

▼
燃
焼
音
等

中
程
度（
支
所
境
界
）

問
防
衛
装
備
庁
航
空
装
備
研
究
所
土

浦
支
所
☎
8
8
7
ー

1
1
6
8

（
2
0
0
）

茨
城
空
港
で
は
、﹁
Ｉ
Ｂ
Ｒ
マ
イ

エ
ア
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
﹂
の
公
式
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
が
好
評
配
信

中
で
す
！

空
港
利
用
等
で
貯
ま
る
ポ
イ
ン
ト

制
度
や
プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
る
最
新

情
報
の
お
知
ら
せ
等
、
茨
城
空
港
を

﹁
も
っ
と
お
得
に
！
﹂﹁
も
っ
と
身
近

に
！
﹂﹁
も
っ
と
便
利
に
！
﹂
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

茨
城
空
港
か
ら
素
敵
な
空
の
旅
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
！　

※
ア
プ
リ
の
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
県
営
業
戦
略
部
空
港
対
策

課
利
用
促
進
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

2
7
6
1

■HPhttps://w
w
w
.ibaraki-airport.

net/ibr-app/

　

Eairport@
pref.ibaraki.lg.jp

県
で
は
、
若
年
者
や
離
職
さ
れ
、

求
職
中
の
人
お
よ
び
就
職
氷
河
期
世

代
の
人
を
対
象
に
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

複
数
の
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
お
会
い
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
不
要
、参
加
費
無
料
で
す
。

▼
期
日

2
月
18
日（
金
）））

▼
時
間

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分
（
受
付
:
1
時
か
ら
）

▼
場
所

県
水
戸
合
同
庁
舎
2
階
大

会
議
室
（
水
戸
市
柵
町
）

▼
対
象　

若
年
者
や
離
職
中
の
求
職

中
の
人
お
よ
び
就
職
氷
河
期
世
代

の
人

▼
参
加
企
業
数　

約
20
社（
予
定
）

問
県
労
働
政
策
課
い
ば
ら
き
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
0
2
9
ー

2
3
3
ー

1
5
7
6

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う
令
和
4

年
度
以
降
の
成
人
式
典
に
つ
い
て

国
際
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
﹄

参
加
者
募
集

茨
城
空
港
か
ら
の
お
知
ら
せ

﹃
元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

（
水
戸
会
場
）﹄
開
催

燃
焼
試
験
に
よ
る
燃
焼
音
お
よ
び
燃
焼

煙
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
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午前 8時 30分～午後 5時 15分
（土・日・祝日・年末年始を除く）
※休日開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

公共機関電話番号
うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 0297ー64ー0119
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111
本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100

舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
吉原交流センター	
☎ 889ー0277
図書館	
☎ 887ー6331
予科練平和記念館	
☎ 891ー3344
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル	
☎ 887ー6600
牛久警察署	
☎ 871ー0110
牛久警察署　阿見地区交番	
☎ 888ー0110

2月
固定資産税（4期）
国民健康保険税（8期）
後期高齢者医療保険料（8期）
介護保険料（8期）

納期限2月 28日（月）

3月
国民健康保険税（9期）

納期限3月 31日（木）

定例相談
人権・行政相談
日　　時	 2 月 3日（木）　午前10時～午後3時
場　　所	 役場 3階 305会議室
問い合わせ	 人権相談：社会福祉課☎ 888ー1111

行政相談：総務課☎ 888ー1111

子育て相談
電話・来所相談	 月～金曜日 午前 9時～午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談　随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772

教育相談
日　　時	 月～金曜日 午前 9時～午後 5時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225

心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時～ 4時
弁護士相談	 月 1回午後 1時～ 3時 30 分　※弁護士相談

は毎週水曜日の心配ごと相談にて要予約
場　　所	 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084

高齢者総合相談
日　　時	 月～金曜日 午前 8時 30分～午後 5時 15分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 	町地域包括支援センター☎887ー8124

消費者相談
日　　時	 月～金曜日　午前9時～正午、午後1時～ 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ－
問い合わせ	 町消費生活センタ－☎ 888ー1871

交通事故相談
期　　日	 月・水～金曜日（火曜日は閉庁）
時　　間	 午前 9時～正午、午後 1時～ 4時 45分
弁護士相談	 第 3水曜日　午後 1時～ 4時　※要予約
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

▼公共施設
▽役場 1 階正面玄関・ロビー▽役場 2 階秘書広聴課	
▽うずら出張所▽総合保健福祉会館『さわやかセンター』
▽中央・かすみ・君原公民館▽本郷・舟島ふれあいセンター
▽吉原交流センター▽予科練平和記念館▽町民活動センター
▼その他の施設
▽町内の郵便局▽町内常陽銀行各支店▽筑波銀行各支店
▽水戸信用金庫阿見支店▽茨城県信用組合阿見支店	
▽カスミフードスクエア阿見店・荒川本郷店▽スーパー	
タイヨー阿見店▽ランドロームフードマーケット阿見店

広報あみ配布施設

役場開庁時間

2月・3月の納税

阿見消防署管内調べ

出場件数 201件（1956）

※救急車の適正な利用を

　お願いします

急　　病 140件（1319）
交通事故 17件（ 145）
一般負傷 21件（ 268）
そ の 他 23件（ 224）
合　　計 201件（1956）

救急車出動状況：12月


